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見積単価と取極単価

１
、 の差異

元請 け下請け間の価格決定過程にはなんらかの

交 渉 プロ セス が ある こ とを 前 回述 べた。 こ れは 建

築 プロ ジ ェ ク ト の マ ネ ジ メ ン ト の 流 れ と 連 動 し，

専門工事業者の選定を通じた施工組織編成プロセ

ス の 一 環 で あ り
，
コ ス ト マ ネ ジ メ ン ト プ ロ セ ス の

一環 で もあ る。 こう したマ ネ ジメ ント プロセ ス は

時間 の 経過 を伴 う か ら， そ の 間 に単 価 が変 化す る

こ と が あ る の も， ま た 自 然 な
こ と で あ る。

入札前後の見積書， 細目内訳書に値入れする単

価 は， あく ま で事 前 の推 測 値あ るい は 見 込み で あ

る。 建 築工 事 費総 額 を見 積 る前 に， 数 量 書に 値 入

れさ れ る単 価 も， さ ま ざま な情 報 と判 断 をも と に

見積 ら れる の であ る。 こ れ を 「単価 の 見積 り」 と

い い， 「見 積り 単 価」と いっ ても よ いだ ろう。 こ れ

が， な ん らか の 形の 交渉
プロセ ス を経 て ｒ取 極 め

（下請 契 約） 単価」 に 至る。 この 間に さ ま ざま な

要 因 に よ っ て 単 価 の 値 が 変 化 す る の が 普 通 で あ

る。 い ま， 単 純 化 し て 次 の ４ つ の ケ ー ス を 考 え る。

亘 見積単価 ＝ 取極単価

亘 見積単価 ＞ 取極単価

匝 見積単価 く 取極単価

日 函 コ 両単価間の対応関係不明

図■ 内訳書値入れ単価 （見積単価） と１次下

請契約単価 （取極単価）の大小関係の場合

分け

こ こ で，＞ や ＜の 記 号 は 単 価 の 大 小 関 係 を 示 す 不

等号 で ある。

一 般 的 には， 見 積 単価 と いう だ け では， ① 元請

の 見 積 り 書 や そ こ に 値 入 れさ れ る 単 価 の 見 積 り

（ｅＳｔｌｍａｔｉＯ衛）な の か， あ る い
は ② 専 門 工 事 業 者 が

提 出す る価 格 提 案書 と して の見 積 書（ｑｕＯｔａｔ１Ｏｎ）

な のか ま ぎら わ しい。上 記 の各 ケー ス の左 辺 の「見

積 単価」はゼ ネコ ン側 が 受 注活 動 時に 見積 る 単価，

内 訳書 に 値入 れ する 単 価， す なわ ち 上記 の① を 指

して いる。 サ ブコ ンか ら提 出さ れる 見積 り 書の 単

価 を 指 し て は い な い
。

な お， こ こ でわ
ざわ ざ 「取 極単 価」 という こと

ばを 使う の は， 「取 引 単価」は一連 の 元下 交 渉の な

か で 変動 する 幅 の ある 意 味合 い を持 つ し， さ らに

広くその専門工事一般の単価水準を指す意味もあ

る の で， 個別 の 取引 件 で 折衝 を 経た 後 の契 約 単価

とい う 意味 で 「取 極単 価」 を使う こと にす る。

さ て， 各 ケ ース が どの よう な 時 に生 じる か を 見

て お こ う
。

亘 見積単価 ＝ 取極単価
これは元見積りや内訳書の細国単価がそのまま

元請 け下請け間の実際の取極め単価 となる場合で

ある。 厳 密に 議論 す れ ば， この ケ ース での 等 号鶯

が どの 程 度の 一 致を 指す か も問 題 で はあ る。 こ こ

で は， 誤 差 範 囲 て い
どの 違 い は， こ の ＝ の ケ ー ス

の 中 に 含 め る こ と に した い。

仮 にこ のケ ー ス が多く の 工 種， 細 目で 成立 し，

発注者側の予定価格算出用細目単価もこれを使う
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こ とに なる な ら ば， まさ に ｒ共 通単 価」 という 単

価 情報 シス テ ム が実 現す る こ とに なる。 多く の 工

種， 細 目 でな く， あ る一 つ の 工種 や細 目 で成 り 立

つ 場合 に お いて も， そ の範 囲 でそう 言 える。

だ が
，
実 際 に は こ の ケ ー ス に な る 工 種， 細 目

は

き わめ て ま れ である。 この ケ ース が 実現 する の は

次 のよ う な場 合 で あろ う。

（王） ゼネ コ ン入 札前 に サ ブコ ンの 入札 や 見積 り を

と って， こ れを 落札 した 場 合 の相 互 を拘 東す る

確 定 単 価 と す る （い わ ば ｆ１ｒｍ ｑ検ｏ芝ａｔｉｏｎ方 式）

の 場 合。

（２） 米 国の マサ チ ュー セ ッツ 州 で行 わ れて いる と

いわれる下請け入札制度 （１９９５年建設産業政策

大 綱 の参 考 資料 で紹 介 さ れて いる。 文一王２）

（３） 発注 者 側 の指 名 によ るサ ブコ ンで 下請 け金 額

が確 定 して いる 場 合 （日本 の コス ト オ ンや 英国

の プラ イ ムニコス ト 契 約 Ｐ Ｃ Ｃ な ど。）

こう いう 例 が知 ら れて いる が， しか し， 日本

の 公 共工 事 で は現 在ま での と ころ 指 名サ ブコ ン

や コ ス ト オ ン は 認 め ら れ て い な い。
ゼ ネ コ ン 入

札前の相互拘束力を持つ下請け見積り徴収や入

札 も ま ず な い。

した が っ て，
こ の ケ ー ス Ａ は， わ

が 国 で は 現

在 の と こ ろ ほ と ん ど 見 ら れ な い よ う に 思 わ れ

る
。

（４） しか しな が ら， その 萌芽 がまっ た く ないわ け

で は な い。 わ
が 国 の Ｃ Ｍ （コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン

マ ネ ジ ネ ント） ベ ンチ ャ ー企 業 が民 間 申小 工事

で行っ て い るい わ ゆる ＪＣ Ｍ 方式 と いわ れ る方

式 が あ る が，
そ の ！ 形 態 と し て， ゼ ネ コ ン か ら

の見積徴収と各工種専門工事業者の見積徴収と

をＣ Ｍ Ｒ が同 時に 並 行 して 行う 方式 が ある。 そ

して 工 種毎 に 対比 して， 専 門工 事業 者 の単 独 の

提出見積りの方が低価格であり晶質的な保証を

同 業者 か ら得 ら れる 等の 条 件 を満た せ ば， こ の

低価格の専門工事業者の方を採用するよう指示

す る 方 式 が あ る
。
そ し て
，
こ の 方 式 の こ の 入 れ

替 え ルー ル が適用 さ れた 部 分に つ いて は， こ の

見積額が下請け契約後の両者を原則として拘東

す る と了 解さ れてい る そう で ある。

こ のＪ ＣＭ に 対 して は， さ ま ざま な観 点 から

の 賛 否両 論 があ る。・契 約上 は 元 請下 請 け関係 で

ある が， ケ ース Ａ を実 現 して いる と いう 点 で注

目 に 値す る。 入 れ替 え ら れた サ ブコ ンと ゼ ネコ

ンの チー ム ワー ク が不 足 する と の懸 念に 対 して

は， ゼネ コ ン が自 分の 権 限 でサ
ブコ ンの オ ー プ

ン な入 札と 評 価， 選定 を お こな う方 式 を ごく 最

近 試 み て い る （文一９）。

［ 亘 蔓」 見積単価 ＞ 取極単価
こ のケ ース は 実際 に も多 いよ う で ある。 そ の 理

由や 原 因 に は多 様な もの が ある と 思わ れる が， お

お ざ っ ぱ に 別 け て お く と，

① フラク チ ュ エー ショ ン（市 況に よ る価 格 変動）

系の 要因

②ス コ ー プ変 更系 の 要因

③マ ーク ア ッ プ系 の 要因

④ ＶＥ やＣ Ｄ 活動 によ る 直 接工 事 費の 削減

⑤値引交渉

な ど が あ る。
こ れ ら に つ い て は 後 に 考 察 し た い。

施工条件や設計内容が予測外の方に確定してき

た り， 変 更 にな った り して も， 単 価 が変 動す る こ

と が あ る こ と は い う ま で も な い が， こ れ は ス コ ー

プ （仕事 の内 容 範囲） の 変更 であ る。 むしろ 単 価

変 更 を しな いこ との 方 が間 題 にな る 性質 のも の で

あ り， 元一下取引 上 も 重要 で ある。 こ れが そ れ自 体

単 価 の変 化 をも た らす し， そ れに 対 する リス ク 対

応 を 通 じて 元請 見積 単 価 のマ ーク ア ッ プ系 要因 の

理由 や 原因 にも な り得 る。

匝 見積単価 く 取極単価
こ の ケース は， 内訳 書 な どに 値入 れ され る見 積

単価より元請け下請け間の取極め単価が大きい場

合 を指 す。 こ れ は次 のよ う な場 合に 生 じる。
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① フ ラ ク チ ュ エ ー シ ョ ン 系 の 要 因

②ス コ ー プ変 更系 の 要 因

こ の ケ ー ス に お け る フ ラ ク チ ュ エ ー シ ョ ン 系 要

因 と は， ケ ー ス Ｂ と は 逆 に，
ゼ ネこコ ン の 見 積 り 作

成後や落札契約後に， ある工種の市場単価が値上

がり する 場 合 であ る。 と く に
バ ブル 期 や景 気 回復

期 な どの 右 雇上 が りの 市 況 にお いて こ の方 向 のフ

ラ ク チ ュ エ ー シ ョ ン が 起 き や す い。

ま た，
こ の ケ ー ス で の ス コ ー プ 変 更 系 の 要 因 と

は， 設 計 の確 定 につ れ， あ るい は 設計 や 仕様 の 変

更 にと も ない， 仕事 の内 容 や 範囲 が増 え， か つ 増

額 対応 不足 の 場 合を 指す。

日 冒 巨コ 両単価間の対応関係不明
ゼネ コ ンの 元 見積 り 段階， 見積 り ネッ ト策 定 段

階， 実 行 予算 作 成段 階， 実 際 の調 達 発注 段 階な ど

に よっ て， 費目 構成， 細 目 構 成 が変 換さ れ て行 く

部 分 があ る。 こ う した 変換 に よっ て， 単 価 の対 応

関 係 が複 雑 にな り Ａ， Ｂ， Ｃ い ずれ で ある か が，

あ る い はそ の差 額 が判 別 しに くく な る 工種 や場 合

を 指 す た め に こ の ケ ー ス Ｄ を 設 け て お く。

公共工事の標準内訳書式では材工ともの施工単

価の 細 目に 対 して は 複合 単 価 を用 いる が， そ れ は

見積 り のた め の費 目 構成 で ある。 実行 予 算や 原価

管理段階では，「内訳書と同じ内容の複合単価で組

ま れる 部分」と， 「実 際の 調 達購 買単 位 に 適合 する

よう に 変 換さ れる 部 分」 が 生 じる。 後 者 も少 なく

な い。 こ う した 費 目 変 換 は， 建 築
プ ロ ジ ェ ク ト の

段 階に よ るコ ス ト管 理の 目 的 の違 いに よ るも の で

あ り， 外 注や 購買 のた めの 分割 や 統 合で ある
が，

結 果 と して は簡 単 に両 単価 間 の対 応 がわ か らな い

こ と も 生 じ る。

も っ と も，
こ の ケ ー ス Ｄ と い う の は， Ａ ～

Ｃ と

独 立 では なく， 同 時に 生 じる こ とが でき る。 だ か

ら， こ と さ ら に ケ ー ス と 呼 ん だ り， Ａ ～ Ｃ と 対 等

に並 べる の は適 当 でな い かも しれな い。 しか し，

こ１の 費目 構 成 変換 プロ セス の 存 在 は， 今後 の 単価

情報のありかたを検討する際の基本的な考慮事項

で ある の で， とり あ え ずは こう して並 べ てお く こ

と に す る。

働
直一間 ト レー ドオフ

２
． の現象

さ て
，
ケ ー ス Ｂ と ケ ー ス Ｃ に お い て は， あ る 細

目 の 単価 に 〔プラス ま た はマイ ナ ス の差 額〕 が発

生 し， そ の ［単価 差 額コ× 〔数量］ に よっ て
プラ ス

ま た はマイ ナス の ［金 額 の差 額コ が 生ま れ る。 こ

の差 額 はコ ス ト管 理や 財 務会 計 上 どう 処 理 さ れる

の だ ろ う か。

理 論 的に い え ば，契 約 方式 によ って 様々 で ある。

諸 外 国 を も 見 渡 せ ば， フ
ラ ク チ ュ エ ー シ ョ ン

フ ォー ミュ ラ な ど実 にさ ま ざま な慣 行 や処 理 ルー

ル が存 在 して いる よう であ る。 契約 方 式も 非 常に

多 様な も のが 存在 して いる の で， 単 純 に割 り 切 れ

な い。 し か し， こ こ で は あ え て つ
ぎ の ２ つ の 方 式

系 に単 純化 して， こ の２ 方 式群 を対 比 して 眺 めよ

う 。

① 総額 確定 系 （総 価 契約， 一 式 諸負 契約， ラ ン

プ サ ム
，
フ ァ ー ム フ ィ ッ ク ス ド プ ラ イ ス 契 約

ＦＦＰＣ） の契 約 原理 にお い て は

・ケ ー スＢ では 間接 費に 差 額が 移る （幾 Ｂ①）

・ケ ース Ｃ で は間 接費 か ら差 額 分が 直 接費 に

移 動 する （＝ Ｃ ①）

② 実費 精 算 方式 （コ ス ト プラ ス フィ ー） 系の 契

約 原理 にお いて は，

・ ケー スＢ で は発 注 者が 償還 す る （支 払い 額

が増額修正される工Ｂ②）

・ ケー ス Ｃ では発 注 者に 返還 さ れる （支払 い

額が減額修正される工Ｃ②）

と い う こ と に な る。 表 一 に も こ の 関 係 を 示 し
た
。
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表■ 直一間 ト レー ドオ フ の契 約 方式 に よる 原則 的 な 違し、

ケ ー ス Ｂ

の差額

ケ ー ス Ｃ

の差額

①総額確定系の契約方式

芭接費から閥接費に移動する

（８①）

間接費から直接費に移動する

（Ｃ①）

②実費精算系の契約方式

発注者に返還される

（支払い額の減額調整：Ｂ②）

発注者が償還する

（支払い額の増額調整：Ｃ②）

（実際の契約約款では①にも②０）原理の条項が入る。 しか し， その度合いの養 は大きい）

見積単価 ＞ 取極単価

ｄｉｒｅｃ玄

ＣＯＳｔ

↓
差額移動

間接費

（共通費）

ｉ撮ｄｉｒｅｃｔ

ＣＯＳモ

見積単価 ＜ 取極単価

図一２ 直一間 ト レー ドオ フ の仮 説

（ただし， 総額確定系の契約方式の場合）

もっ と も， 実 施約 款 で は， 総価 契 約 でも 変 更精

算 な ど を伴う か ら， 両 方 の原 理 が混 在 して いる と

も 考 え ら れ る。

と く に総 価系 の 契約 で も， 予備 費 （コ ンティ ン

ジェ ン シー） や 暫定 額 （プロ ビジョ ナル サム） な

どを 持つ英 国系 のランプサム方式 では， 実費精算 約

な， 表 一 のＢ②やＣ②のような金額移動 だとも， あ

るいはそれとの中 間だと もみなすことができる。

しか し， わ が 国 の建 築 工事 は民 間， 公共 と もほ

とん ど常 に 総価 請 負契 約 であ り， 調 整 条項 は 少な

いか ら， 設 計変 更 やス ライ ド条 項やイ ンフ レ 条項

が発 動さ れ ない 限 り は， 上述 の① の よう に 直 接費

と間 接 費の 間 で差 額分 の 行き 来 （ト レー ドオ フ）

が生 じ るこ と にな る。 予 備 費的 なも の も発 動 さ れ

な い 場 合 は，
や は り ① の ト レ ー ドオ フ が 生 じ る。

こ う し た 現 象 を 指 す の に， こ こ で は「直一間 ト レ ー

ド オ フ」 と 呼 ぶ こ と に し た い （図一２）。

こ の 「直一間 ト レ ー ド オ フ」 を 論 じ る に は，
さ ま

ざ ま な 困 難 が あ る。 ま ず，

・ 直 接 費 と は
，
間 接 費 と は な に か ？

・ 両 者 を明 確に 区別 できる か？

・この現 象をトレードオフと呼ぶのは適当 か？

・ そう した 現象 が 実際 に 存在 する の か？

・ ラ ン ブサム （総 額確 定） 系 の 契約 とコ ス ト

プラス フィ ー （実費 精 算） 系 契約 の 定義 や

該 当 ・非 該当 の 判別 方 法 はあ るの か ？

・ 実 施約 款 で は， 総価 契約 でも 変更 精 算な ど

を 伴う か ら， 両 方の 原 理 が混 在 して いる の

では ない か？

な どの 問 題 が あ る。 た し か に，
ど の 指 摘 に 関 し て

も 異論 が 多 いと 思わ れ る。 直 接費， 間接 費 な どに

つ い て は
，
お い お い 定 義 を 吟 味 し て い く と し て も，

「直一間 ト レー ドオ フ」現 象の 有無 に つい て は証 明

も でき な いの で， 仮 説 また は仮 定 モ デル と いう 形

で 考察 を 進 めた い。

い ずれ に して も， こ れ は今 後内 訳 書に お ける 直

接 工事 費 の細 目 の単 価 を どのよ う な 意味 の もの に

す る かを 考察 す る際 の 基本 的 な課 題 のひ とつ であ

る。 とく に 「元 請 け下 請 け間 の取 引 実勢 価 格」 と

い う 意味 で の 「市場 単 価 方式」 を考 える 際 に は，

不 可欠 の 検 討課 題 にな る と考 え られ る。

ト 直接費と聞接費の相対性
一 般的 に は「製造 指 図書」， 建築 では「設 計図 書」

蝸



に描かれた生産目的物を直接形成する材料費と労

務 費 がもっ とも 直接 的 なコ ス ト であ ろう。

「工 事 との 直 接 の 結 び つき をと ら え にく い も の

を 間接 費 と いい， 原 材 料や賃 金の よう な も のを直

接 費 という。 もっ と も， 直 接費
と さ れる も のの な

か にも 工 事 との 結 びつき が はっ き り しな い場 合 が

ある」 という説明が谷重雄 「建築経済学」 に見え

る （文一８）
。

「間接 費 は異 なる 製 晶な どに共 通 に要 する 性 質

を と らえ て， これを共通費ともいう」 と会計学辞典

にもあるが， 建築工事標準内 訳書式 ではこの ギ共通

費」 の方が使われており， 土木では「間接費」が使わ

れている。 た だし， 「直接費」という語のほうは標準

書式には登場せず， 直接工事費がこれに相当する。

一般 的 に も， もの の コス ト を直 接費 と 間 接費 に

わ ける こ と は しば し ば行わ れる。 わ が国 の企 業 一

般を対象とした「原価計算基準」（大蔵省企業会計

審議会中間報告， 昭和３７年） の第２章 「実際原価

の計算」 の第１節 「製造原価要素の分類基準」 は

①形態別分類

②機能別分類

③製 晶 との 関連 に お ける 分類

④操 業度 と の 関連 にお け る分 類

⑤原価の管理可能性における分類

の ５つ の原 価 要素 分 類方 法 を掲 げて い る。 こ の③

製 品と の 関連 に おけ る分 類 が， 直 接費 と 間接 費に

分 ける 分類 である。 す なわ ち，「原価 の 発生 が 一定

単位 の 製晶 の 生成 に 関 して直 接 的 に認 識さ れる か

どう か の性 質 上の 区 分に よる 分 類 であ り， 原 価要

素 は， この 分 類基 準 によ って こ れ を直 接 費と 間接

費 と に 分 類 す る。」と あ り，
そ れ ぞ れ が

，
ま た 直 接

材料 費， 直 接 労務 費， 直 接経 費 な どの よう に， 分

類さ れる こ と を述 べ てい る。

しか し， 一 方 では また 「間 接 費 と直 接費 は相 対

的概 念 であ るた め， 両者 を具 体 的に 区別 す る には

困 難な 場合 が ある」 （会 計学 辞 典， 文一３） こ とも

し ばし ば指 摘さ れ る。

プラ ン ト等の エ ン ジニア リ ン グ分 野の コス ト構

成 の議論に は常に直 接費と間接 費が登場す るし， 英

米 の 建 築 工 事 費 用 に お い て も，
直 接 費（ｄ１ｒｅＣ之ＣｏＳｔ）

と 間 接 費 （ｉ撮ｄ１ｒｅＣｔＣＯＳｔ） に わ け る 議 論 は 見 ら れ る。

直 接 費と 問接 費 は相 対 的な 概 念で ある が， さ ら

に困 惑す る こと に は， 一般 的 に は間 接費 と か経 費

に分 類 さ れるよ う な 外注 費 が， 建設 工 事で は最 も

直接 的 な直 接費 に 位置 付 け られる。 さ らに， 建 築

工事 費 の直 接工 事 費の な かに， 直 接 仮設 費 が， 各

工種 の なか に専 用 仮設 や 運搬 費 が含 ま れ， いわ ば

直接 費 と間 接費 は 相互 に入 り 混 じっ て いる。 こ う

した 相 対 性 と混 合 性 を 示 そう と した の が 図一４ で

ある。 こ のよ う に， 相 対 的 で混合 し てい る部 分 も

ある が， 当 面 は

・ 直接 費羅 直 接工 事費

・間 接費 ＝ 共通 費 ：共 通 仮設 費 十現 場経 費

十一般管理費等

という 標 準 書式 の 分け 方 を基 本的 な了 解 と して 話

しを 進め る。 こ の直 接 工事 費 の部 分 が

数 量Ｘ 単 価二 金額

という 形 の積 和 で 形成さ れ， 「単価」が間 題に な る

の は， 主 と し て こ の 部 分 で あ る。

間接 費は， 積 上 げで見 積 れる部分 は積 上 げによる

が，一般 撤こは直接 費に対 する率で算 定される。図一３

のように多段 階の外掛けの率 が基本形とされている。

講負価格総額＝直接工事費×

（１ ＋α）× （ユ 十β）× （１ ＋γ）Ｘ （王 十δ）

た だ し， α： 共 通 仮 設費 率 （用 途 等 で 差 大）

β： 現 場 経 費 率 （約王Ｏ．８～７．８）

γ１ 一 般 管 理費 率 （約１互．８～９．６）

δ： 消 費税 率

なお， 純 工 事費 二 直 接 工事 費 × （１＋α）

工事原価二純工事費ｘ （１＋β）

図一３ 多段階の間接費率
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図一３ の よう に 多 段 階 の 率 で 表 す こ と が で き る

がこ の率 は， 統 計 処理 で 求め ら れた も の であ り，

見 積 り の便宜的手段 であり， 実際原価になると個 別

性や ト レー ドオ フによって該 当するパー セン トは 多

様な変動 をする といわれている（岩 下秀男， 文一５な

ど）。このα→β→γと右に行く ほど間 接性の度合いが

強く なる。 なお，％の数字 は公共工事 に関す る統計分

析に よって 得られたとされている参考値 である。

直一間 トレー ドオフ は
４
． なぜ生じるか

直 接 工事 費 の単 価 と間 接 費の ト レー ドオ フ 現 象

が，どのよ う な 原因 に よっ て生 じるか を 考察 する。

しか し， こ の要 因 はト レー ドオ フ 事 象の 有 無以 上

に 仮 説 性 が つ よ い こ と を お 断 り し て お く。
ま た
，

本 稿 に は普 通あ ま り使 わ れな い 奇妙 なカ タカ ナ 用

語 が 盛 んに でて くる が， こ れも 末成 熟 な概 念 を仮

説 的 に周 い るた め であ り，
ご容 赦願 いた い。

ト１
フ ラ ク チ ュ エ ー シ ョ ン

．
系の要因

元 請契 約 後 の市 場価 格 の 変動 を指 す のに フ ラク

チ ュ エ ー シ ョ ン と い う 言 葉 を つ か う が，
こ れ は 英

国の 契約 約 款や そ の付 属 ルー ル でよ く 使わ れ てお

期間

原価

粗利

図一４ 直接費と間接費の相対性と混合性

（左向きの破線の矢印は専用仮設など直工

費中の間接的コストの混入を指してい 乱）

４７



り， そ れを 借用 したも の で ある。 こ う した 価 格変

動 に よっ て， 事前 原価 計 算の 見積 単 価 と実 際 の取

引 単 価に 差異 が生 じる。

こ れ はケ ース Ｂ とケ ー スＣ 両 方の 要因 に なり 得

る。 わ が国 の建 築 工事 は， き めこ ま か な調 整 ルー

ル な ど を 備 え て い な い
，
予 備 費 （コ ン テ ィ ン ジ ェ

ンシ ー） の制 度 も ない 総価 方 式 であ るの で， 前 述

の よ う に
，
直一問 ト レ ー ド オ フ を 生 じ る。

こ の 要 因 は， ケ ー ス Ｂ の 場 合，
受 注 者 側 の リ ス

ク に な る。 そ
し て， こ の こ と

が
， マ ー ク ア ッ プ 系

の ト レー ドオ フ 要因 の 原因 や 理由 に なる 点 も注 目

す る 必要 が ある。

ト ・ ス１一プ変更系の要因
ス コ ー プと は，担当 す る 仕事 の 内容 範囲 を 指す。

直一間 ト レ ー ド オ フ を も た ら す ス コ ー プ 変 更 と し

て 次の よう な も のが ある。

（１） 設 計 が未 定成 な い しは 未確 定 部分 をも っ て契

約 を 行っ た プロ ジ ェク ト が， 契 約後 に確 定 ない

し変 更さ れて い くの が スコ ー プ の変 更 である。

これ が， 価 格変 更 を伴 う場 合 はケ ー スＣ ② のよ

う に 処理 さ れる が， と も なわ な い場 合 はケ ース

Ｃ ① のよ う に間 接費 が 直接 費 の方 に 流れ る。

（２） 元請 け 下請 け 間 での 担当 範 囲の 変更 で あ る。

材 工分 離 発 注か 材工 一 式発 注 かに よっ て， ゼネ

コ ンの 現 場技 術 者数 が増 減 し，直一間 トレ ー ドオ

フ が生 じる。 こ れは， 先 端 的 な高度 化 技 術の 採

用 にお い ても 見 られ る。 ゼ ネコ ン受注 時 に は在

来 的工 法 であ った プロ ジェク トを， 施 工 側の 工

法 変更 提 案に よっ て， 特 殊 な工 法 技術 を 持つ 鉄

骨系 サ ブコ ンが， 材 工一 式 はも ち ろん， 重機 ま

で持 つ 形 で下 請 け施 工す る こと が ある。 この と

き ゼ ネ１コ ン の 共 通 仮 設 費 が 減 り， サ
ブ コ ン ヘ の

外注 費 が増 える。

（３） さ ら に は， マ ネ ジ メ ン ト コ ス ト の 一 部 が ゼ ネ

蝸 姓 築 コ ス ト 研 究 １９９６Ｓ 閉１ＮＧ

コ ン か ら サ ブコ ン に 移 り
，
し た が っ て，

間 接 費

の現場経費が減り， 直接工事費の外注費が増え

る こ と に も な る。 マ ネ
ジ メ ン ト の 分 担 シ フ ト で

ある。 躯体 図や 施 工図 な どの 生産 設 計 が， サ
ブ

コ ン の 担 当 に な る 時，
ソ フ ト な 活 動 コ ス ト が 現

場 経 費 から 外注 費， す なわ ち 直接 工 事費 の一 部

に 移 る。

ト ・ マークア１プ系要因
マ ー ク ア ッ プ と は，

ア メ リ カ の コ ス ト や 見 積 り

の文 献 に し ばし ば登場 する 語 で ある が， 流 通過 程

な どにお い て経 費 な どを加 算 する こ と を言う よ う

で あ る。 マ ー ジ ン オ ン と も 通 じ る の だ ろ う。 英 国

の文 献 にも か なり 見受 け られ る （文一ｕ 等）。

日 本 でも 有名 な， アメ リ カ のミ ー ンズ 社 の建 築

コ ス ト データ に お いて， そ の ５ レベル の 単価 情 報

のうち の 第 ４ レベ ルは， 入 札 段階 の あた りの 見 積

り の た め の 詳 細 な 単 価 見 積 り で あ り， ＵＮＩＴ

ＰＲＩＣＥ ＥＳＴＩＭＡＴＥ と称 して い る。 た とえ ば型

枠 な どで も材 料， 労 務， 機 器の 歩 掛り によ る 詳細

な 積上 げ方式 によ る も ので ある。 ここ ま での 型 枠

単 位面 積 当り 単価 は， ベ アニコス ト （裸 原価） と 呼

ん で お り， こ れ に サ ブ コ ン の 下 請 け 経 費 と 利 益

（ｓｕｂ－ｃｏｎｔｒａｃｔｏｒ
’
ｓ ｏｖｅｒｈｅａｄｓ ａｎｄ ｐｒｏ麦ｉｔ） カミカロ

算さ れて， 型 枠面 の 面積 当 り単 価 が求 め られる。

と ころ が，「多い ケ ース だ が， 下 請 けに 出す 場合 は

マ ー ク ア ッ プ す る こ と で あ る。
Ｓ
．
Ｍ
．ミ ー ン ズ は

１０％ 程 度 を想定 す る」 と 記 して ある （文一！０）。

こ の 記述 を どう 理解 す れ ばよ いの か，筆者 に は，

ま だ わ か ら な い。 す
な わ ち，

① 細 目の た めの 複合 単価 でマ ーク ア ッ プして お

く の か，

② オー バ ー ヘッ ド や プ ロ フィ ト 項 目 で マ ー ク

ア ッ プ す る の か，

③内訳書 は問 題とせず 総額のみ で評価する か



ら， 上 記① ② の 区別 は間 題 でな い のか，

と い っ た 点 が わ か ら な い。

フ ラ ク チ ュ エ ー シ ョ ン 系 や ス コ ー プ 系 の 要 因

は， ケ ー ス Ｂ と ケ ー ス Ｃ の 双 方 に 表 れ る。 つ ま り

反 対 方 向 に あ ら わ れ る。
し か し
，
こ の マ ー ク ア ッ

プ系 要 因 は一 般 的に は非 対 象 である。 すな わち，

ケ ー ス Ｂ で の み 生 じ る。

マ ー ク アッ プ の反 対語 で ある 「マ ーク ダウ ン」

と いう 語 があ る が， こ れに 相当 する 現象 は普 通 は

見 ら れな い。 そ うい う 意味 で非 対 象 である わ け だ

が
，
し か し
，
ま っ た く な い と も い え な い よ う で あ

る。 異常 な ほ どの 低価 格競 争 が ゼネ コ ンレベ ル で

行わ れ ると き， 相 場 的な単 価 水準 を 下回 った 単 価

を，
そ れ で 受 け て く れ る サ ブ コ ン を 見 い だ さ な い

まま 値 入 れ して 見 積り 提 出す る場 合 が 生 じるこ と

も あ る よ う だ。
こ れ は

，
一 種 の ダ ン ピ ン グ と い え

る か も し れ な い。 こ の 場 合 に は， 実 際 の 元
一下 取 引

単 価 は見 積単 価よ り も高 く なる こ とが 生 じ得る。

し か し， そ れ
は フ ラ ク チ ュ エ ー シ ョ ン 要 因 に よ る

も の では な い。 マ ーク アッ
プ の逆 の意 味 での マ ー

ク ダ ウ ン に よ る も の で あ る。
ゼ ネ コ ン 受 注 後 に，

マ ーク ダウ ン した 値入 れ単 価 より も 安く 請 けて く

れる サ ブコ ン をさ がす わ けだ が， そ れ が不成 功 の

場合 に は取 引単 価 が見 積単 価 より も 高く な り， 見

積りにおける間接費部分から直接費に差額が移動

す る 。

な お
，
マ ー ク ア ッ プ と は い っ て も，

引 き 算 の 形

の マ ー ク ア ッ プ で あ る。 そ
れ に よ っ て，

事 前 原 価

計 算 で直 接費 で あっ た部 分 が間 接 費に 移動 す る。

こう したマ ー クア ッ プや マ ーク ダウ ン の有 無や

要因 は事 前 原価 計算 の 見積 り 単価 の性 質， ある い

は， 単価 に 込 めら れる 見積 り 当
事者 の意 図 が変 る

こ と に つ な が る。 そ の ひ
と つ が，

値 入 れ さ れ る 細

目 単価 は， 「コ ス ト単 価」 か 「
プライ ス単 価」 かと

い う 点 で あ る。

識
原価低減活動による

４－４
トレードオフ

直接 工事 費 の部 分 で， あ る いは仮 設工 事 で， ＶＥ

やＣＤ活動 に 成 功 した 成 果 分 だ け 間 接 費 の 方 向 に

移 動す る。

こ れはマ ー ク ダウ ン の要 因に も なり 得る。 技術

的 改 善に よる こ の要 因 によ るマ ーク ダウ ン は， ダ

ン ピ ン グ で は な く，
好 ま し い マ ー ク ダ ウ ン だ と い

不確実性 リスク

（変動要因） （潜在）

直一間 ト レ ー ドオ フ

（事後対応）

設計内容等

の不確実性

図一５

マー ク ア ツ プ

（事前対応）

不確案性／リスク／マークアップ／

トレードオフの困果関係の仮説

事後 リ ス ク

事前 発 現 不 発

単 あ ケ ース Ａ ケ ース Ｂ
価

＞
直

マ

１ る 二

ク ↓

ア
ツ
な ＜ 二

プ
し ケ ー ス Ｃ ケ ー ス Ａ

間
Ａ

シ

フ

ト

間 → 直 シ フ ト

図一６ 単価 マ ーク ア ッ プの有 無 と

直一間 トレ ー ドオフ の 連関 仮 説

（ケー スＡ， Ｂ， Ｃ は図 ■ の 各ケー ス を指 す）
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え る。 し か し，
こ れ を ど う い う 時 期 に 行 う か，

行

える か， 制 度 上の 課題 が 多い。

こ の ほ か に も， 直一間 ト レ ー ドオ フ は 大 分 類 へ の

費 目の 仕分 け 方法 な どに よっ て も 生 じる。

ト ・ 要因問の因果関係
ト レー ドオ フ とい う 言葉 は， 元 来多 義 的 であ る

が， ２つ の対 立 する カテ ゴリ ーの 間 を行っ た り 来

た り す る 事 象 を 指 し て い る。 こ こ で は， 直 接 費 と

間接 費 の間 を行 った り 来た り する 事 象 を指 して い

る
。
し か し
，
ト レ ー ドオ フ は 直一間 ト レ ー ドオ フ だ

け で は な い。 実 は さ ま ざ ま の レ ベ ル の ト レー ド オ

フ が 関 連 し て い る。

ト レ ー ド オ フ は 双 方 向 性 を 持 っ て い る（図一２）。

だ から， そ の 要因 や別 の 次元 の ト レー ドオ フ をも

容認 せ ざる を 得 ない， と いう 関係 が ある。

もっ と も基 本 的で大 き な 問題 は， 「直一問 ト レー

ドオ フ の 要因 群」 と 「内 訳 書値 入 れ単 価慣 行」 の

依 存関 係 であ ろう。 こ れは， 単 に値 入 れ慣 行 だ け

に と どま ら ず， 取引 慣行 と 契約 の性 質 や制 度 全般

に も お よ ぶ 大 き な 間 題 で あ る。
図一５ に ト レ ー ド オ

フ 要因 と リス ク 要因 とマ ー クア ッ プ要 因 の因 果 関

係 を仮 説 的 に描 いて みた。

囚
細目内訳の見積単価

５
一 の性質

以 上 見 て き た 直一間 ト レ ー ド オ フ は，果 た し て そ

う 呼 ん でい いも の か問 題 であ る し， とく にそ の 原

因や 要 因に 関 して はま った く の仮 説 に過 ぎない。

し かし， 積 算単 価 の あり かた に対 して次 の よう な

課題 を 投 げか ける。

（王） 見 積り 単価， 値 入れ 単価， 取極 め単 価， 精 算

後相 当単 価 な どは それ ぞ れ どのよ う な意 味の 違

いを 内 包 してい る か？

（２） 発 注 者，元 請施 工 者， 専門 工事 業 者，メ ーカ ー

の間 の 独特 の取 引 慣行， 見 積 り慣 行， 値 入 れ慣

行 と どう いう 関 連に ある か ？

（３） 建 材 系の 設計 単 価， 掛 け率 販売， 掛 け率 値入

れ等 の さま ざま な 見積 り 慣行 は トレ ー ドオ フと

無 関係 で はな いで あ ろう。

（４） フラ クチ ュ エー ショ ン（価 格 変動）系 やス コー

プ変動 系 の要 因 は，総 価確 定 的契 約 の もと で ば，

受 注者 側 にリス ク を もた ら す。 こ れを ①施 工者

内 部だ け で処 理す る 契約 方 式 か， ② 外 部 的に 処

理 する ル ール を持 つ か この 点が リ スク 処 理

の 分 か れ 目 と な る。 同 時 に， マ ー ク ア ッ
プ 系 の

直一間 ト レ ー ドオ フ の 一 因 と も な る の で は な い

か。 こ の リ ス ク 要 因 に よ る マ ー ク ア ッ
プ を マ ー

ク ア ッ プＡ と呼 ん でおく。 こ れが 各段 階 にお け

る 単 価の 差 異を 生 むの で はな いか。

（５） マ ーク ア ッ プの 方の 原因 を 考察 する 時 は， 上

記の リス ク 対応 か らく るも の だ けで はな い と思

わ れる。 あ る意 味 での 間 接費 の不 足補 充 の機 能

も も つ。
こ ち ら の 方 を マ ー ク ア ッ プ Ｂ と 呼 ぶ こ

と にする （図一５の 右 下部 参 照）。 こ れ が どのよ

う な意 味 内容 を含 む か， 容易 にわ か る もの で は

な いが， 間接 部門 の比 重 の拡 大 だ けで なく， ソ

フ ト業 務 の拡 大， そ の金 銭評 価 の不 透 明， な ど

もマ ー ク アッ プＢの 理 由に な って い る と 思 わ れ

る
。

（６） 以上挙げた事象は必然的に単価の２重性や多

重 性 をも た らす。 こう した 事象 は， 商 品 の流 通

過 程 で一 般 的に見 ら れる も の でも ある。 足 し算

方式 か引 き算 方 式か， な どのパ タ ー ンは 製品 の

場 合 と建 設 工事 の場 合 では こ とな るが。しか し，

そ う した 取引 慣 行に 改 革 が起 こり つつ あ るこ と

も， また か なり 普遍 的 な事 実 であ る。 こう した

時代の流れを今後の新しい積算体系や単価方式

で どう受 け とめ， 位 置 付 けて いく か， 困 難 だが

避 けて通 れ ない 問題 である。

５０ 懲築コスト研究 欄 ＳＰＲｌＮＧ



１ ・・１ｌ１単価１プ１！ス単価
前回 の ［２］ の 前害 き で述 べ たよ う に， 現 行の

公共工事の見積書 の細 目内訳 に値入 れする単価

は， 元 請 者の コス ト
と なる 元下 取引 価 格 を予 測す

る こと を べ一 ス に して いる。 こ の 前提 での 値 入 れ

単 価 を 「コス ト単価」 と呼 ぶこ と も出 来よ う。 一

方，マ ー ク ア ッ
プ した り マ ー ク ダ ウ ン し た 単 価 は，

リスク対応や利益確保や戦略的安値入札など見積

り 者 がさ ま ざま な 戦略 で策 定 した 単価 であ り， い

わ ば 「プライ ス 単 価」 と 呼ぶ こと も でき よう。

こ こ で， 細 目内 訳書 に 入 れる単 価 に関 し て次 の

４ つ の 方向 を 区別 する。

（ａ） コ ス ト単 価主 義

（ｂ） プライ ス 単 価主 義

（Ｃ） た て ま えはコ ス ト単価， 実態 は半 ばプ

ライ ス 単価

（ｄ） 細目の単価は不間

こ の どれ を採 用す る か は， 契 約 方式 や それ が備

える 調整 方 式， 書 式上 の間
接 費の 内 容， ソフ トの

金 銭 評価 の 度合 い， さ ら には 見積 り 考の 考 えや 発

注 者 側の 評 価方 針 な どによ る。 い ま， も っ とも 単

純化 した 両 極 を示 して おく と，

① 間 接費 と直 接 費 を分 けて 示 す考 え 方０）内 訳

書式

②間接費を直接費に配賦する考え方の内訳書

式

が あ る。
どち ら も そ れ ぞ れ に 理 由 を も っ て い る。

① は （ａ） の コ ス ト単価 主 義 と結 びっ く し， ② は

（１⊃） の プラ イ ス 単 価 主 義 と 結 び つ く。
し か し，

実際 に は間 接費 を いく つか に 区分 し て① や② を 考

える こ とに なる の でそ う単 純 で はな い。 必 ず しも

図一４ で直 接 費 に 近 い側 の 間 接 費 か ら ② の 考 え が

適 用 さ れ る わ け で は な い。
ま た
，
現 実 に は （Ｃ）

や （ｄ） も加わ っ てく る。 財務 会計 や 事後 原価 計

算 に は① が必 要 であ る。 しか し， そ れは ①の 形 で

示 すた め， と いう 考 えと， ②の 形に 配 賦す る 過程

と して 適 正な 配賦 を保証 す るた め に必 要 がある と

いう 対 立 する 考 え方 が ある よう だ。 建 築 工事 費 に

つ い て も，こ の ２ つ の 考 え 方 が か か わ っ て く る が，

い ず れに して も 直接 費 と間 接 費の ２つ にわ ける だ

け で は 粗 雑 に す ぎ る の で
，
あ る て い ど は 図一３

，
図

一４の よう な 段 階的 な中 間 混合 領域 を 区別 しつ っ，

かつ， そ の 間の ト レー ドオ フ 関係 を考 慮 し なが ら

考 察 す る こ と が 必 要 に な っ て く る だ ろ う。加 え て，

「内訳書の形式」 と 「契約の性質」 とが必ずしも合

致しないと いう事実も 考慮に入 れる 必要 がある。
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